



















































































































































































































































































































































































































































































Bestimmtheitin seinem ElementeDasein gibt,dieabstrakte,d.h.nuruberhauptseiende
UnmittelbarkeitaufhebtunddadurchdiewahrhafteSubstanzist,dasSeinoderdieUn-
mittelbarkeit,welchenichtdieVermittlungauerihrhat,sonderndieseselbstist.
この力は，さきに主体と呼ばれたのと同じものである。主体は，規定されているものを，己れの
場面で定在させることにより，抽象的な，すなわち，ただ一般に存

在

す

る

というだけの，直接性を廃棄
する。このことによって主体は本当の実体なのである。すなわち，それは，存

在

で

あ

り

直接性であるに
しても，自分の外部に媒介を持つのでなくて，媒介そのものであるところの実体である。
解
本節全体の問題点を記すとこうなる。
① 精神の生の根本は，力ということにある。
 分割の活動性……絶対的威力のわざ
 否定的なもののもとに身を置く……魔法の力
② 精神の真理……自己の分裂を経て生成する。
③ 主体＝真なる実体＝媒介そのものである存在。
本節全体が，『精神現象学』における精神の自己知のことをいっている。この自己知を，わたしたち
と意識が構成している。たとえば，規定的な否定による経験の新たな対象の発生が起こる場合，否定を
行なうのは意識であり，新たな対象を発生させるのはわたしたちである。
Phan.:G.W.F.Hegel,PhanomenologiedesGeistes（1807）.Hrsg.v.H.-F.Wesselsu.H.Clairmont,FelixMeiner
Verlag,Hamburg,1988.
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